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発行:調布九条の会「憲法ひろば」


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762  FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





　小泉内閣以来の「民営化」路線は保育園にも及び、調布市でもすでに二つの保育園が民営化、三つ目の仙川保育園が今年四月から委託法人への引継ぎ保育に入っています。子どもの権利や親の働く権利という観点から、「公立保育園の民営化」をどう捉えるべきなのか。仙川保育園の父母たちと一緒にこの問題に取り組んでこられた調布市保育園父母の会連絡協議会の藤原由美子（写真左）さんにご報告いただき、「子どもの権利条約」に関わりの深い教育学者堀尾輝久さん（同右）のお話をうかがいました。


話合いが不十分


な中でスタート


　〇八年の市報による発表以来、従来通り公立保育園としての運営を望む多くの父母たちは市との交渉を進める一方、学習会を開いたり、一万筆近い署名を集めて市議会に陳情書を提出したりしてきました。市は待機児童解消や経費の削減を理由に民間委託を推進しようとし、折り合いがつかないまま、個々の父母からアンケートをとって、委託事業計画を進めようとしました。この問題が一〇年の議会で取り上げられ、両者の話合いと共通理解を強く求める発言を受けて、市長は計画を一時ストップして保護者と話し合うため仙川保育園を訪問することを約束し、同十月、訪問はしましたが、一致点をみないまま、十一月には業務再開を通告、委託業者を決める選定委員会を発足させ、十一年二月二十二日に最終選考を終えました。


｢民営化｣でどん


なメリットが？


　「民営化」で定員は十人増えただけ、経費節減もそれほどではないといいます。市の保育政策がはっきり見えないまま民営化だけが先行しているようにみえます。慣れ親しんだ先生が一年経つといなくなるなんて、ほんとうに子どものことを考えているのでしょうか。選定委員の父母枠も、話合いではなくくじ引きで決められてしまいました。三者協議会で父母の意見が入るというのもあまり期待できない、等々の父母の声があります。


子どもの｢発見｣


　堀尾輝久さんによると、子どもは人間であると同時に大人とは違った固有の存在であるということは、近代になってルソーやユーゴによって「発見」されました。ここから「子どもの権利」という思想が生まれ、ジュネーブ宣言（一九二四）、教育基本法（一九四七）、児童憲章（一九五一）、児童権利宣言（一九五九）、子どもの権利条約（一九八九）などに結実しました。国連子どもの権利委員会の第三回勧告は、子どもの貧困、格差問題にふれ、関係性の貧困（豊かな家庭環境、人間関係の中で育っているか）も指摘されました。国は一人ひとりの子どものＷＥＬＬ-ＢＥＩＮＧ(十分な満足感、幸福)のためにお金を出す義務があります。


子どもの視点か


ら憲法を読む


　九条は、戦争か平和かの問題だけではなく、日常生活での安心、安全をどう確保するのか、豊かな生活をどう保障するのかということであり、二五条は生きる権利、二六条は子どもの発達の権利、学びの権利、二三条は全ての人の学びの権利、真実を知る権利と読めばいいのです。子どもの固有の権利を保障することが人権を支えている、そのためには家庭での大人の権利、学校での教師の権利が保障されなければならないのです。憲法は子どもを含むすべての人権を保障しています。教育基本法は変えられたが、憲法は厳然として存在するし、国連子どもの権利委員会の勧告もある。私達はそれらを力に、権利を守り、強め、広め、日常に生かす運動をたゆまず進めていかなければならないと思いました。


　　（関口暢子・記）
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　調布「憲法ひろば」は、五月二十一日、あくろすホール１で、第六二回例会を開催。二十三人が参加しました。


レポートは小島町在住・世話人の関口さんにお願いしました。　　（編集部）
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　司会は仙川


　町在住の岩


　本努世話人
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